
「社会に貢献し続ける必須の存在」を目指して－－
経営企画部 CSR室

ガス化溶融炉の技術を素材に
小学4年生の教材を作成しました。

小学校４年生の社会科で「ごみ」について習ったことを
皆さん覚えていますか？「ごみ」は、「燃やすもの」「埋め
立てるもの」として、授業で扱われています。そこで、当
社では「ごみをしげんにかえるしくみ」という教材を作り
ました。この教材では、「溶かす」というアプローチでの
ごみ処理と、ごみの再資源化についても紹介しています。
この教材は、当社らしい社会貢献活動のツールとして、
今後活用して行く予定です。

今回から4回シリーズで「ビジネスと人権」をテーマに考えていきたいと思います。
「人権」と聞くと、なにか自分とは遠い問題と感じる人も多いと思いますが、
実はいま、ビジネスの世界で「人権」がキーワードになりつつあるのです。

（＊）人権とは
国連が1948年に採択した「世界人権宣言」の第
1条には、「すべての人間は、生れながらにして
自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等
である」と定められています。国際社会が考え
る人権の範囲は極めて広く、ビジネスとの関連
で見た場合、差別、ハラスメント、労働、健康、
安全、環境、資源、教育、地域社会、など、全ての
業務に何らかの形で関与する可能性があると
いえます。

「ビジネスと人権」について考えてみよう
「人権問題なんて自分に関係ない！」と言いきれますか？第１回

＜人権って何？＞
皆さんは「人権」と聞くと何を連想しま
すか？
◇「セクハラ」、「パワハラ」、や「差別」、
最近では子どもの「いじめ」などが思
い浮かぶのではないでしょうか。ハラ
スメントや差別は重大な人権侵害で
す。でも人権の問題はそれが全てでは
ありません。私たちの「ビジネス」のさ
まざまな場面で、「人権」はさまざまな
形で関係してくる問題なのです。
◇今回は身近な話題であるオリンピッ
クを例に、「人権」とはどのようなもの
なのか考えてみましょう。

＜晴れ舞台の裏にも人権問題？＞
◇2020年の東京オリンピックが決定
し、今から楽しみにしている方も多い
と思います。オリンピックというと競技
や選手に注目が集まりますが、ちょっ
と周りに目を向けてみると、オリンピッ
クの成功の裏では、さまざまな業種の
たくさんの企業がかかわっています。
◇選手のウェアや競技用具を作る会
社、イベント関連グッズを作る会社、競
技会場や選手村を建設する会社、イ
ンフラ設備を作る会社、電気やガスを
供給する会社、交通や物流を担う会社、
食品・飲料会社、小売会社、情報通信
会社、警備会社、などなど。
◇当社も、東京オリンピック関連のプ

ロジェクトを通じて、ビジネスでかか
わっていく可能性があるでしょう。
◇過去のアテネ、北京、そして一昨年
のロンドンオリンピックでは、国際人
権NGOが中心となり、ウェア等を供給
する企業（いわゆるスポーツブランド）
に対して、人権キャンペーンが大々的
に展開されました。ウェアを低コスト・
短納期で作るために、製造委託先の
途上国の工場において低賃金労働や
児童労働等の労働搾取が行われてい
る実態が明らかになったためです。
　企業の事業活動に伴って、どこかで、
誰かの、健康に暮らす権利や人間らし
く生きる権利が侵害されれば、それが
「人権」問題なのです。（＊）

＜とっても広い人権の概念＞
◇「人権」に関する懸念は、決してス
ポーツブランドやオリンピックだけの
問題ではありません。
●インフラ建設のために地域住民の生
活環境が壊される可能性、
●設備の安全対策の不備により利用者
が事故に巻き込まれる可能性、
●情報通信のセキュリティが確保され
ずに個人のプライバシーが侵害され
る可能性、

●食品の材料管理が不適切で消費者
に健康被害が及ぶ可能性、
●行き過ぎた警備により市民や外国人

に不当な暴力行為が行われる可能性、
等々
企業は、事業活動のあらゆる局面にお
いて、こうした「人権」のリスクに向き
合わなければなりません。

＜国際感覚を身につけよう！＞
◇当社も今後、積極的な海外展開を
図って行く上で、「人権」のリスクは避
けて通れません。国際社会における人
権重視の流れがますます強くなる中
で、私たちも「人権」に関する国際感覚
を身につけ、適切な対応をとることが
求められているといえるでしょう。

＜まとめ＞

「人権」の問題はー
◆ビジネスを進める上で無視で
きないテーマ。
◆私たちの日々の仕事のあらゆ
る場面で起こりうる。
◆国際感覚を身につけ適切に対
応することが必要。

HUMAN
RIGHTS
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当社事業の特徴を生かした、新しい社会貢献の取り組みが始まっています。

当社も加盟する「民間防災および被災地支援ネットワーク」が、企業が災害支援を行
う際の指針となる「災害支援の手引き」を発行し（3月11日MOSS「お知らせ」に掲載）、
続いて4月24日（木）にシンポジウム「企業が持つ災害支援の可能性」が開催されまし
た。会場には、企業・マスコミ関係者など約100人が参加しました。

環境ソリューション事業部  赤木さん 環境ソリューション事業部  熊木さん

出張授業の様子（
堺市内の小学校）

「災害支援の手引き」発行記念イベントが開催されました。

～ 出前授業を実施した学校の声 ～
【先生の声】
●施設見学では「溶かす」仕組みについてここまで詳しく学べな
かったため、処理過程やリサイクル例を具体的に知ることがで
きて良かった（施設見学後に実施）。
●社会科の単元と連動しているため、授業として取り入れやすい。
●ごみから資源を作る企業の取り組みを知り、児童のごみ処理
の課題に取り組む意識が高まった。

【児童の声】
●うめる場所がなくてこまっているなんて知らなかった。
●家庭から出るごみの量がすごく多いことがわかった、そのごみ
をへらすことができたらいいから、これからは３R活動に取り
組みたい。
●今、自分たちが幸せにくらしていけるのは、ちゃんとごみの量を
へらしている人たちがいるからということがわかった。

スライドの一部

小学生でもわかりや
すいよう、工夫を重ね
て教材を作りました。
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